
としょかんだより  ６月号 
                        東峰学園（小学部） 梶原弥生 

 あじさいがきれいな季節
き せ つ

になりました。梅雨
つ ゆ

に入
はい

ると雨
あめ

が多
おお

く、外
そと

で遊
あそ

べないことが多
おお

くあります。

そんな時
とき

こそ、ゆっくり本
ほん

を読
よ

んでみませんか。新
あたら

しい本
ほん

も届
とど

きました。たくさんの本
ほん

の世界
せ か い

を楽
たの

し

んでほしいと思
おも

っています。 

第６９回 青少年
せいしょうねん

読書
どくしょ

感想
かんそう

文
ぶん

全国
ぜんこく

コンクール 課題
か だ い

図書
と し ょ

が決
き

まりました！！ 

     

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

    

新
あたら

しい本
ほん

のコーナーの所
ところ

に展示
て ん じ

しています。ぜひ、読
よ

んでみて下
くだ

さい。 

読
どく

 書
しょ

 ノ ー ト を 書
か

 こ う 

本
ほん

を読
よ

んだ後
あと

、どうしていますか。ほとんどの人
ひと

が読
よ

んで終
お

わりだと思
おも

います。読
よ

んで終
お

わりではな

く「読書
どくしょ

ノート」を書
か

いてみませんか。あらすじや感
かん

じたこと、心
こころ

に残
のこ

った言葉
こ と ば

など、思
おも

ったことを

書
か

き込
こ

んでいきましょう。絵
え

を描
か

いてもいいですよ。 

書
か

き込
こ

んだノートはあなたの宝物
たからもの

になります。ぜひ挑戦
ちょうせん

してみてください。１０枚
まい

（５，６年生は

５枚）書
か

いたら、プラス１冊券
さつけん

を渡
わた

します。図書館
としょかん

に持
も

ってきてください。 

 

 



図書館だより  ６月号 

                            東峰学園（中学部）梶原弥生  

あじさいがきれいな季節になりました。梅雨に入ると、室内で過ごすことが多くなります。こんな時

こそ、ゆっくり本を読んでみませんか。 

新 刊 案 内 

「わたしは女の子だから  

世界を変える夢をあきらめない子どもたち」 

 わたしは女の子だから、学校に行けない。みんなが食べ残した

物しか食べられない。だけど女の子だからこそ家族を貧困から救

えるはず。世界を変えることができる。 

 貧困、紛争、性差別。幼いうちから困難な状況におかれつつも 

希望を胸に未来を切り開く世界中の女の子８人を紹介します。 

 

「ホットプラネット 気候変動のため地球があぶない」 

今回のテーマは「地球温暖化」とその結果に引き起こされて 

いるとされる「気候変動」についてです。私たちが今、出来る 

ことを探ります。 

「成瀬は天下を取りにいく」（宮島 未奈/著） 

「わたしはこの夏を西武に捧げようと思う」と、地元デパートの 

閉店カウントダウン中継に３０日間映り込んだり、M－１に挑戦し 

たり、二百歳まで生きると卒業文集に書いたり。今日も全力で我が 

道を突き進む成瀬あかりから目が離せません。 

 

「５４字の物語Ｘ」（氏田 雄介/作）     「化学探偵ＶＳ超・自然現象（後編）」 

「サード・プレイス」（ささき あり/著）   「君だけのシネマ」（高田 由紀子/著） 

「世界は「」を秘めている」（櫻 いいよ/著） 「小説・ブルーロック」３巻 

「小説・アオアシ」４，５巻         「ラブカは、静かに弓を持つ」       

 「宙ごはん」（町田 そのこ/著）            （安壇 美緒/著）  

第６９回 青少年読書感想文全国コンクール 課題図書が決定しました 

  

 

  

 

 

 

 

 



雨
あめ

の日
ひ

がきっと楽
たの

しくなる！！  かえるがでてくる絵本コーナー  

     「ふたりはともだち」（アーノルド・ローベル/作） 
 仲良

な か よ

しのがまくんとかえるくんは、川
かわ

へ行
い

って泳
およ

ぐことに 

しました。するとがまくんは、水着
み ず ぎ

を着
き

ると言
い

い出
だ

しました。 

そして、とてもおかしな格好
かっこう

に見えるから、水
みず

に入
はい

ってしまう 

まで、見
み

ちゃいけないよ、と言うのです。がまくんの水着
み ず ぎ

姿
すがた

っ 

てどんなのでしょう。 

     「カエルのおでかけ」（高畠那生/作・絵） 

 大雨
おおあめ

の中
なか

、うきうきと外
そと

に出
で

かけるカエルくん。 

カツバーガーを持
も

って、公園
こうえん

へ行きます。びしょぬれです 

が、なんだか楽
たの

しそうです。 

   「かえるくんはかえるくん」 

 マックス・ベルジュイス/文・絵） 

 あひるさんのように飛
と

べなくても、こぶたさんのように 

ケーキが焼
や

けなくても、かえるくんは、そのままの自分
じ ぶ ん

でも 

いいんだと気付
き づ

きます。 

 

「グリム童話 かえるの王さま」  

お姫
ひめ

さまは、大切
たいせつ

な金
きん

のまりを泉
いずみ

に落
お

としてしまいました。 

泉
いずみ

の中
なか

から現
あらわ

れたかえるに、まりを取
と

ってきてくれれば友
とも

だ 

ちになると約束
やくそく

します。 

 

「ずらーりカエル ならべてみると・・・」（松橋利光/写真） 

日本
に ほ ん

にいる４３種類
しゅるい

のカエルたちが集合
しゅうごう

しました。 

顔
かお

も体
からだ

のもようもいろいろありますよ。 

 

「オレ、カエルやめるや」（デヴ・ペテイ/文） 

カエルは、カエルがイヤなのです。ヌルヌルしているし、 

ムシばっかり食
た

べているし、それよりもフサフサの動物
どうぶつ

に 

なりたいと思
おも

っているのです。 

 

 「かえるをのんだととさん」（日野十成/再話） 

 ある日、ととさんのおなかが痛
いた

くなりました。そこでととさんは、 

和尚
おしょう

さまに解決
かいけつ

方法
ほうほう

を聞
き

きに行きました。すると和尚
おしょう

さまは腹
はら

の中
なか

に 

悪
わる

い虫
むし

がいるからだと言
い

い、かえるをのむといいと言
い

うのですが・・。 

ほかにもかえるがでてくる絵本が図書館には 

たくさんあります。ぜひ読んでみて下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 


